
陸上競技場○ 主な改修内容・ バリアフリー化（車椅子スペースを増設 等）・ トラック・インフィールドを基礎から改修してリニューアル・ 多目的広場の練習用走路整備・ 競技場照明のLED化・ メインスタンドの長寿命化、観客席の美装化・ トイレ、大会運営に必要な役員室・更衣室など諸室の美装化 等
新たなアリーナと武道場○ 主な整備内容・ ２つの体育館を統合して、新たなアリーナを新設するとともに、武道場・弓道場を整備。・ 体操や武道など国スポ開催基準を満たすメインアリーナ・サブアリーナを配置する。・ 競技床面積、観客席数、大会運営に必要な会議室や控室等は、各競技団体や利用者ニーズを踏まえ、今後検討する。・ 音楽イベント等スポーツ以外の利用が可能となるよう、関係団体や利用者ニーズを踏まえ、多目的な利用が出来るよう整備する。○ 今後の検討事項民間活力も含めた事業手法 等

子どもから高齢者まで、障害のある人もない人も、多くの県民が様々なスポーツや活動により快適に取り組める環境へ

プロ野球の開催も可能な本格的な野球場に生まれ変わり、バリアフリー対応も充実 リニューアルされたトラックなど、選手も観客も、快適に競技・観戦できる陸上競技場に 若者らが様々なスポーツを存分に楽しめる場となるとともに、音楽などスポーツ以外の多目的利用も可能に

至 橿原神宮前駅

野球場○ 主な改修内容・ バリアフリー化（車椅子スペースを増設 等）・ 外野グラウンドの拡張(両翼93m→97m程度、中堅120m→122m程度)・ 防球ネットの新設・拡張(メインスタンド外周部分の新設等)・ スコアボードの更新、外野人工芝の張替・ グラウンド照明のLED化・ メインスタンドの長寿命化、観客席の美装化・ トイレ、大会運営に必要な審判員室・更衣室・記者室など諸室の美装化 等

近鉄橿原線 至 畝傍御陵前駅
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